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下
校
時
間
帯
で
あ
る
午
後
３
時
か
ら
午
後
６
時

の
間
が
一
番
多
く
、
公
園
や
自
宅
付
近
で
遊
ん

で
い
る
際
や
遊
び
に
出
か
け
た
際
に
お
け
る
声

か
け
事
案
が
あ
り
ま
す
。

発
生
場
所
は
約
７
割
が
路
上
で
被
害
を
受
け

て
い
る
ほ
か
、
公
園
・
空
き
地
、
店
舗
、
駐
車

場
、
学
校
等
様
々
な
場
所
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

小
学
生
を
言
葉
巧
み
に
車
両
へ
連
れ
込
も
う

と
す
る
手
口
や
、
（
親
か
ら
離
れ
お
も
ち
ゃ
を
見

子
ど
も
を
狙
っ
た
犯
罪
の
現
況

平
成
旧
年
中
の
県
内
に
お
け
る
不
審
者
に
関

す
る
情
報
は
８
１
０
件
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
、
特
に
社
会
的
に
弱
者
で
あ
る
小

学
生
以
下
の
児
童
が
被
害
に
遭
っ
た
ケ
ー
ス
は

３
０
３
件
と
全
体
の
洲
％
を
占
め
、
そ
の
被
害

の
過
半
数
以
上
が
「
声
か
け
事
案
」
に
な
り
ま

す
。

「
声
か
け
事
案
」
を
時
間
帯
別
に
見
る
と
、

(1)小学生以下が被害者となった事案内訳
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(2)被害者の学識別。年齢別被害状況
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1
子
ど
も
の
安
全
へ
の
取
り
組
み

市
内
で
は
、
警
察
や
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
青
少

年
相
談
員
な
ど
多
く
の
皆
さ
ん
が
、
子
ど
も
た

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

て
い
た
男
児
に
対
し
て
）
「
ど
の
カ
ー
ド
が
ほ
し

い
の
？
買
っ
て
あ
げ
る
か
ら
こ
っ
ち
へ
お
い
で
」

と
い
っ
た
子
ど
も
の
心
理
を
つ
か
ん
だ
声
か
け

事
案
な
ど
も
見
ら
れ
ま
す
．

寄
る
麓
め
瞳
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榊
辨
》
が
ｗ
Ｆ
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ち
が
犯
罪
や
事
件
、
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に

様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
大
人
は

身
近
な
問
題
と
し
て
、
子
ど
も
の
安
全
に
つ
い

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
る

市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
Ⅳ
年
５
月

に
「
地
域
子
ど
も
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
員
」
を

設
置
し
ま
し
た
．
地
域
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
地
域
の
安
全
と
安
心
意
識
を
高
め
、

子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。
児
童
・
生
徒
の
登
下
校
中
の
見
守
り

や
学
校
周
辺
及
び
通
学
路
、
公
園
等
の
巡
回
、

不
審
者
等
を
発
見
し
た
時
の
通
報
な
ど
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
．
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら

擬蕊蕊溌舞蕊漁韓の活動鴬
§ 1 ．青少年相談員

； ・冑少年の相談及び指導活動
2．特別冑少年相談員

・問題冑少年の発見、早期指導のための巡回活動

3．子どもを守る母の会

・警察署柔道、剣道少年団の保護者により構成

I 主に指導及び啓発活動を実施
{ 4幼小中PTA

I 鯏､”
i :轆辮仔野《誹岼’
； ・携帯電話教育講演会

； ・交通安全活動（4年生対象）

‘ ・AED (自動対外式除細動器）の講習会

ボ ・新入生に学区内の危険箇所マップを配布(秋山小）

i ･危険箇所立て札設置
； ・奉仕作業（遊具の補修等）

； 5．市の事業

； ・小学校に生活指導員を配置

i .中学校にスクールカウンセラー､心の教室相談員を配置
‘ ・図書館に適応教室指導員を配置

l ･小学5年生を対象にCAPプログラム開催
1 6 その他
； ．スクールサポーター、更正保護女性会自警団など

ー

蕊鍔
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れ
た
情
報
は
市
内
の
保
育
所
・
保
育
園
、
幼
稚

園
、
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
㈱
警
察
署
に
一

斉
送
信
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
を
守
る
の
は
大
人
の
役
目

子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
私
た

ち
大
人
が
日
頃
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
関
心
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
防
犯
活
動
は
大
人
ひ
と

り
で
も
で
き
ま
す
。
家
の
前
を
登
下
校
す
る
子

ど
も
た
ち
を
温
か
く
見
守
る
だ
け
で
も
立
派
な

防
犯
活
動
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
を
犯
罪
か
ら

守
る
の
は
私
た
ち
大
人
の
役
目
で
す
。

子
ど
も
と
の
５
つ
の
約
束

．
知
ら
な
い
人
に
は
つ
い
て
行
か
な
い

。
知
ら
な
い
人
の
車
に
乗
ら
な
い

．
「
助
け
て
」
と
大
き
な
声
を
出
し
た
り
、
防

犯
ブ
ザ
ー
を
鳴
ら
す

・
大
人
の
い
る
方
に
す
ぐ
に
逃
げ
る

・
ど
ん
な
人
が
何
を
し
た
か
、
家
の
人
に
知
ら

せ
る

●
●

高
萩
市
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス

〆
雌
だ
か
登
録
受
付
中

市
で
は
、
子
ど
も
の
安
全
を
守
り
、
ま
た
災

害
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
携
帯

電
話
に
よ
る
メ
ー
ル
一
斉
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。
主
に
不
審
者
や
災
害
情
報
な
ど
、

暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
に
関
す
る
情
報
が
送
信

さ
れ
ま
す
．
情
報
を
受
け
取
ら
れ
た
ら
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
へ
注
意
の
呼
び
か
け
を
お
願
い

し
ま
す
．

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
対
応

携
帯
電
話
を
お
持
ち
の
人
は
、

下
記
の
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、

高
萩
市
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
へ

ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

配
信
す
る
情
報

不
審
者
情
報
〈
教
育
委
員
会
よ
且

不
審
者
等
の
発
生
日
時
・
場
所
・
行
為
・

特
徴
な
ど
の
情
報
、
そ
の
他
、
教
育
委
員

会
か
ら
の
情
報
を
配
信

災
害
情
報
｛
総
務
課
よ
り
一

災
害
時
の
避
難
勧
告
・
避
難
指
示

日
ご
ろ
の
防
災
・
防
犯
の
啓
発
情
報

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
〈
秘
書
課
よ
り

重
要
な
お
知
ら
せ
な
ど
を
配
信

登
録
す
る
に
は

高
萩
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
携
帯
電
話
で
ア

ク
セ
ス
し
、
案
内
に
し
た
が
っ
て
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

ア
ド
レ
ス
は

ゴ
ヰ
っ
ぺ
、
三
ミ
く
く
く
．
９
斤
軍
詳
四
六
ｍ
ゴ
印
哩
．
き
①
『
四
三
．
一
口
、

ー

■■

茨
城
県
青
少
年
の
た
め
の
環
境
整
備

条
例
と
規
則
を
改
正
し
ま
し
た

◆
県
で
は
、
明
日
の
茨
城
を
担
う
冑
少
年

の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
「
茨
城
県
青
少
年

の
環
境
整
備
条
例
」
及
び
「
茨
城
県
青
少
年

の
た
め
の
環
境
整
備
条
例
施
行
規
則
」
に
よ

り
良
好
な
社
会
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま

す
。
ｉ
甲
：

ど
」
の
た
び
、
”
情
報
化
や
深
夜
営
業
店
舗
の

増
加
な
ど
に
対
応
し
、
柵
条
例
と
規
則
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
．
“
》
㈱

◆
改
正
の
概
要

◇
冑
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
環

境
の
整
備
に
つ
い
て
規
定
し
ま
し
た
．

●
学
校
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
エ
な

ど
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き

る
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
青
少
年
に
利
用
さ

せ
る
場
合
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ

ト
一
※
一
な
ど
を
使
っ
て
、
青
少
年
に
有

害
情
報
一
※
一
を
閲
覧
・
視
聴
さ
せ
な
い

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．

●
家
電
品
販
売
店
や
携
帯
電
話
販
売
店

な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
の
販
売

者
や
ブ
ロ
バ
イ
ダ
ー
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
ソ
フ
ト
な
ど
に
つ
い
て
説
明
す
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
保
護
者
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ

ト
な
ど
を
使
っ
て
、
青
少
年
に
有
害
情

報
を
閲
覧
・
視
聴
さ
せ
な
い
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
』
：

（
平
成
川
年
７
月
１
日
施
行
）

ー

◇
罰
則
を
強
化
し
ま
し
た
．

●
青
少
年
に
対
す
る
不
純
な
性
行
為

Ⅱ
２
年
以
下
の
懲
役
又
は
１
０
０

万
円
以
下
の
罰
金

●
保
護
者
が
認
め
て
い
な
い
青
少
年
の
深

夜
連
れ
出
し

Ⅱ
鋤
万
円
以
下
の
罰
金

●
青
少
年
の
深
夜
の
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
・

漫
画
喫
茶
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ

入
場Ⅱ
営
業
者
に
刈
万
円
以
下
の
罰
金

●
さ
ら
に
、
条
例
に
違
反
し
た
場
合
、
冑

少
年
の
年
齢
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を

ゞ
被
疑
者
が
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

↓
な
り
ま
し
た
。

※
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
：
有
害

な
ホ
ー
ム
ペ
ｉ
ジ
を
子
ど
も
に
見
せ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

有
害
情
報
：
著
し
く
性
的
感
情
を
刺

激
し
、
ま
た
粗
暴
性
、
虐
待
性
を
助
長

し
、
犯
罪
や
自
殺
を
誘
発
し
た
り
、
冑

少
年
の
心
身
の
健
康
を
害
す
る
情
報
な

ど
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取
扱
い
業
務
の
拡
大

◇
住
民
異
動
届
．
戸
籍
届
に
伴
う
手
続
が
多
い
関

連
性
の
高
い
課
（
保
険
医
療
課
）
の
手
続

国
民
健
康
保
険
関
係

１
．
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
の
回
収
（
死
亡
・

転
出
・
社
保
加
入
・
期
限
切
れ
）

２
．
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
認
定
証
の
回
収
〈
死

亡
・
転
出
・
社
保
加
入
・
期
限
切
れ
）

３
．
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
回
収
〈
死
亡
・
転
出
・

社
保
加
入
・
期
限
切
れ
）

４
‐
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証
の
回
収
〈
死

亡
・
転
出
・
社
保
加
入
・
期
限
切
れ
）

老
人
保
健
関
係

１
．
受
給
者
証
再
交
付
申
請
の
受
付
及
び
再
交
付

医
療
福
祉
関
係

１
．
医
療
福
祉
受
給
証
明
聿
貝
県
内
転
出
時
｝

２
．
医
療
福
祉
費
受
給
者
証
再
交
付
申
請
の
受
付
及
び

再
交
付

◇
市
民
課
と
離
れ
た
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
課
（
高

齢
福
祉
課
・
水
道
課
・
教
育
委
員
会
）
の
手
続

介
護
保
険
関
係

１
．
被
保
険
者
証
氏
名
住
所
変
更
届
の
受
付

２
被
保
険
者
証
再
交
付
申
請
の
受
付
及
び
再
交
付

市
民
課
の
業
務
を
増
や
し
ま
し
た

転
入
や
転
出
な
ど
の
住
民
異
動
届
や
出
生
届
、

死
亡
届
な
ど
の
戸
籍
届
に
伴
う
関
係
各
課
の
手
続

を
で
き
る
だ
け
一
箇
所
で
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
新
た
に
取
り
扱
い
業
務
を
集
約
し
、
市
民
課

で
で
き
る
手
続
を
増
や
し
ま
し
た
．
従
来
の
よ
う

に
複
数
の
窓
口
を
回
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、
窓

口
が
便
利
に
な
り
ま
す
。

本
庁
舎
Ｉ
階
の
窓
口
が

便
利
に
な
り
ま
す

群 弾唱 F識 ､…

〈
亡
失
襲
損
等
）

３
．
受
給
資
格
証
明
書
の
交
付
〈
転
出
時
）

４
．
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
支
給
申
請
の
受
付

５
．
住
所
地
特
例
適
用
届
の
受
付
（
市
外
特
養
転
出
時
）

６
．
被
保
険
者
証
の
回
収
〈
死
亡
・
転
出
時
）

学
齢
児
童
・
生
徒
の
転
入
等
に
伴
う
学
校
指
定
手
続

１
．
転
入
に
伴
う
転
入
学
通
知
書
の
交
付

２
．
転
居
に
伴
う
就
学
通
知
書
の
交
付

３
、
転
出
に
伴
う
住
民
異
動
届
聿
員
コ
ピ
ー
）
の
交
付

上
水
道
関
係

１
．
開
栓
届
の
受
付

２
閉
栓
届
の
受
付

３
口
座
振
替
依
頼
害
の
交
付

◇
そ
の
他
市
民
課
で
手
続
が
で
き
た
ほ
う
が
便
利

で
支
障
が
な
い
手
続

障
害
者
手
帳
関
係

１
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
回
収
（
資
格
喪
失
時
）

２
．
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証
の
回
収
〈
死
亡
時
）

３
、
自
立
支
援
医
療
一
更
生
｝
受
給
者
証
の
回
収
〈
死
亡

時
）
環
境
衛
生
関
係

１
．
ご
み
の
減
量
・
再
資
源
化
の
た
め
の
ピ
ン
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
用
ネ
ッ
ト
の
交
付

２
犬
の
所
有
者
住
所
等
変
更
届

※
こ
れ
ら
の
業
務
は
担
当
課
で
も
手
続
は
で
き
ま
す
。

待
合
ス
ペ
ー
ス
の
拡
大

市
民
課
事
務
室
を
整
理
し
、
そ
の
分
市
民
の
皆

さ
ん
の
待
合
ス
ペ
ー
ス
を
広
げ
、
よ
り
ゆ
っ
た
り

し
た
と
こ
ろ
で
手
続
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

証
明
書
等
申
請
書
記
載
用
の
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
を

設
置高
齢
者
な
ど
に
配
慮
し
て
座
っ
て
記
載
い
た
だ

け
る
よ
う
設
置
し
ま
し
た

問
合
せ
市
民
課
公
２
３

２
１
１
６
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の
も
の
に
変
更
し
ま
し

た
．
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
．

わ
か
り
や
す
い
案
内
の
表
示

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
に
合
わ
せ
て
、

ロ
ビ
ー
、
市
民
課
、
税
務
課
、
会
計
課
の
案
内
板

を
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
に
変
更
し
ま
し
た
．

市
の
花
「
は
ぎ
」
の
イ
ラ
ス
ト
を
施
し
、
取
り
扱

い
業
務
を
番
号
で
表
示
し
ま
し
た
。
担
当
の
窓
口

を
番
号
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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市税等の納入

1階庁舎案内,nfoma，

市民課Residents
①各種証明書

②住所変更

③国民健康保険等

④戸籍の届出

⑤児童手当・児童扶薑手当

⑥国民年金

｢axationAffairs税務課
固定資産税⑦

各種証明書⑧

納税相談⑨

市民税・軽自動車税⑩

市
の
胸
章
も

同
じ
デ
ザ
イ
ン
に

市
職
員
の
胸
章
｛
ネ
ー

ム
プ
レ
ー
ト
ー
も
案
内

板
と
同
一
の
デ
ザ
イ
ン

市高萩市○○部
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